










　2012 年イギリス・ロンドンで第 30 回オリンピック競技大
会が開催された。陸上競技の日本選手団は39 名（男子 25 名、
女子 14 名）をロンドンに派遣した。しかしその中に残念な
がら男子 110m ハードルの日本代表選手は選出されなかっ






　男子 110m ハードルで初めて 12 秒台を記録したのは、
1981 年レナルド・ニアマイア選手（アメリカ）で、12 秒 93
の記録であった。世界が 12 秒台に突入して 30 年以上が経
過しているたが、日本記録は未だ 13 秒 39 に留まっている。
今年 9 月には世界記録がマークされた。記録したのはアメ
リカのアリエス・メリット選手で記録は 12 秒 80。日本と世
界の差は開く一方である。とはいえ、ニアマイア選手が世
界初となる 12 秒台を記録してから 30 年以上が経過してい
るにもかかわらず、現在の世界記録は 12 秒 80 と、30 年で
わずかに 0 秒 13 の記録更新でしかない。また、12 秒台を
記録したハードラーも 2012 年現在までにわずか 14 名しか
いないのである。100m で 9 秒台を記録したのは世界で 80
名を超える。100m ではジャマイカのウサイン・ボルト選手
が 2008 年から急激に記録を短縮している。2007 年 9 秒 74
であった世界記録は 2008 年ボルト選手によって 9 秒 69 に
引き上げられ翌年 2009 年には 9 秒 58 にまで記録を更新し
た。1968 年、ジム・ハインズ選手の 9 秒 95 を高地記録と
すると、カルビン・スミス選手がマークした 1983 年の 9 秒
















（2006）は男子 110m ハードルの世界 10 傑と、日本 10 傑の
身体特性を調査し、日本人選手では 185cm、世界一流選手












れる。今年のメリット選手の世界記録は 12 秒 87 から 12 秒
80 へとわずか 0 秒 07 という向上ではあるが、専門家には
大きな記録短縮と評価されている。なぜなら、ニアマイア
選手の 1981 年に記録された 13 秒 93 から 12 秒 87（ロブレ
ス　2008 年）へのわずか 0 秒 06 の記録向上に 27 年を費や
していたからである。
　そこで、近年は 1 台目までの歩数を主流であった 8 歩か
ら 7 歩に 1 歩減少させるハードラーが出てきた。男子 110m
ハードルは、1 台目までが 8 歩、残りをインターバル 3 歩、











2012 年日本選手権における男子 110m ハードル走の時間分析



























　対象となるレースは 2012 年 6 月 10 日（日）に開催され
た日本陸上競技選手権大会男子 110m ハードル決勝レース






















年齢 身長 体重 自己記録
A 30.9 185 79 13.58
B 27.6 175 74 13.66
C 24.9 176 63 13.80
D 20.7 177 70 13.83
E 20.6 186 73 13.85
F 21.8 182 71 13.62
G 33.7 185 80 13.55
平均 25.74 180.86 72.86 13.70




　表 2 に決勝レースのインターバルタイムを、表 3 に平均
インターバルタイムを示した。日本選手権決勝のレース展
開は、大外 8 レーンの A 選手が前半から飛び出し、その
ままトップでゴールした。2 番手には 7 レーンの B 選手が
入った。A 選手の特徴は、ハードリングタイムの短さにあ
り、最小ハードリングタイムは 0 秒 32（2 台目）で、平均
は 0 秒 33 と最も小さい値を示した。平均ハードリングラン
タイムは全選手中最も悪い 0 秒 74 であるが、平均インター
バルタイムは 1 秒 07 で最も速く、ハードリングタイムの短
さに大きな特徴のある選手である。2 着に入った B 選手は
A 選手と対照的な選手である。最小ハードリングタイムは
0 秒 39（2 台目、8 台目）であり、平均ハードリングタイム
も 0 秒 40 で決勝進出選手中最も遅いタイムであった。しか
しながら、ハードリングランタイムとなると決勝進出選手中
最も速い 0 秒 66 を 3 台目、4 台目に記録しており、平均ハー
ドリングタイムも 0 秒 68 で決勝進出選手中最も速い。平均
インターバルタイムは、A 選手に続いて 2 番目のタイム（1




える。3 着に入った C 選手、4 着に入った D 選手も B 選手
と同じく、平均ハードリングタイムが 0 秒 40 を超えるが平
均インターバルランタイムが 0 秒 70 を切っており、B 選手
と似たタイプのインターバルランタイム型の選手である。E
選手、F 選手、G 選手はハードリングタイムが 0 秒 40 を切








速する前までは 0 秒 71 から 0 秒 74 あたりを推移しており、
中間的な特徴を持つといえる。E 選手は、ハードリングタ









平均 R 平均 H 平均 Int
A 0.737 0.332 1.069
B 0.680 0.401 1.081
C 0.688 0.400 1.086
D 0.692 0.395 1.088
E 0.711 0.378 1.087
F 0.731 0.370 1.102
G 0.796 0.389 1.187 
　ハードリングスタイルの分類については、谷川（2007）
はレベルの高い選手を身長とスプリント能力によってハー


















を示し、速度経過を図 2 に示した。レースは、1 着から 3
着までの選手が前半から高いスピードを保ち、後半多少の
失速があったもののそのまま逃げ切った形である。4 着 D
選手、5 着 E 選手は後半までインターバルタイム 1 秒 0 台
をキープしており、後半追い上げた形だが届かなかった。1
着でゴールした A 選手とモデルタッチダウンタイムとの比




1991 年東京世界陸上、柴山ら（2010）の 2007 年大阪世界
選手権におけるレース分析ともに最高速度区間の発現は第
3 区間、第 4 区間、つまり 3-4 台目区間、4-5 台目区間であっ
たが、本研究においても、第 3 区間に最高速度発現区間が
みられたのが 1 名、第 4 区間での最高速度発現区間が第 4
区間である選手が優勝した A 選手を始め 3 名であった。第
2 区間で発現した選手は 2 名いた。柴山ら（2010）の 2007
年大阪世界選手権の分析では 12 秒 95 で優勝した劉翔選手
表 2　2012 年日本選手権準決勝インターバル時間分析
1st 2nd 3rd 4th 5th 6th 7th 8th 9th 10th Run innA13.72
A 13.72 -0.6 2.28 0.34 0.74 0.32 0.73 0.33 0.71 0.34 0.72 0.33 0.73 0.33 0.73 0.34 0.74 0.33 0.75 0.33 0.78 0.34 1.49
1 着 2.61 1.06 1.07 1.05 1.04 1.06 1.07 1.07 1.08 1.12
3.67 4.74 5.79 6.84 7.90 8.96 10.03 11.11 12.23 13.72
B 13.85 -0.6 2.28 0.40 0.69 0.39 0.66 0.40 0.66 0.41 0.67 0.40 0.68 0.40 0.67 0.42 0.69 0.39 0.70 0.40 0.71 0.41 1.44
2 着 2.68 1.08 1.06 1.07 1.07 1.07 1.09 1.08 1.10 1.12
3.76 4.82 5.89 6.95 8.03 9.11 10.20 11.29 12.41 13.85
C 13.87 -0.6 2.25 0.41 0.68 0.40 0.67 0.39 0.69 0.40 0.67 0.41 0.68 0.38 0.68 0.40 0.70 0.39 0.70 0.40 0.71 0.42 1.43
3 着 2.67 1.08 1.06 1.09 1.08 1.06 1.08 1.09 1.10 1.13
3.75 4.81 5.90 6.98 8.04 9.12 10.22 11.32 12.44 13.87
D 13.92 -0.6 2.28 0.39 0.71 0.39 0.69 0.40 0.67 0.40 0.68 0.40 0.69 0.39 0.68 0.40 0.69 0.40 0.70 0.40 0.71 0.39 1.46
4 着 2.67 1.10 1.09 1.08 1.07 1.08 1.09 1.09 1.11 1.09
3.77 4.86 5.93 7.01 8.09 9.17 10.26 11.37 12.46 13.92
E 13.92 -0.6 2.27 0.40 0.71 0.40 0.69 0.39 0.71 0.37 0.72 0.37 0.69 0.37 0.71 0.38 0.73 0.36 0.72 0.39 0.73 0.36 1.46
5 着 2.67 1.10 1.08 1.07 1.09 1.07 1.09 1.09 1.11 1.09
3.77 4.86 5.93 7.02 8.09 9.17 10.26 11.37 12.46 13.92
F 13.99 -0.6 2.24 0.36 0.76 0.37 0.73 0.38 0.71 0.38 0.71 0.36 0.73 0.36 0.72 0.38 0.74 0.35 0.74 0.38 0.76 0.38 1.47
6 着 2.60 1.13 1.10 1.08 1.07 1.08 1.10 1.09 1.11 1.14
3.73 4.83 5.92 6.99 8.07 9.17 10.26 11.38 12.52 13.99
G 15.45 -0.6 2.25 0.36 0.76 0.40 0.71 0.37 0.72 0.37 0.74 0.37 0.73 0.39 0.78 0.39 0.84 0.41 0.90 0.42 0.96 0.40 2.15
7 着 2.61 1.16 1.09 1.09 1.11 1.12 1.18 1.25 1.33 1.36
3.77 4.86 5.95 7.06 8.18 9.35 10.61 11.93 13.30 15.45





である 4 台目から 5 台目の区間、逆に遅いインターバルタ
イムが出た選手の多かった区間である 9 台目から 10 台目に
ついて踏切時間と着地時間、インターバル区間での接地時
間、ハードリングタイムから踏切時間との滞空比について 4
台目から 5 台目の区間については表 5 に、9 台目から 10 台
目について表 6 に示した。さらにそれらの低下率を表 7 に
示した。先行研究（柴山ら、2010）にあるように 110m ハー
ドルレースの速度逓減はハードリングタイムとの間には相
関がないとされているが、本調査においても 4 台目から 5
台目、9 台目から 10 台目のハードリングタイムに目立った
低下は見られず、速度逓減とハードリングタイムによる影
響はほどんどないと思われる。接地時間においても目立っ








を諦めてしまった G 選手を除くと、1 着 A 選手のピッチは
4 台目から 5 台目区間 4.84 歩 / 秒から 9 台目から 10 台目区
間 4.39 歩 / 秒と 10％ほどの低下がみられる。2 着、3 着、6
着の選手は 5％から 6％ほど、後半追い込んだ D 選手、E
選手は 2％から 3％の低下であった。
表 4　インターバル区間の速度（m/sec）
1st 2nd 3rd 4th 5th 6th 7th 8th 9th 10th Run in
A 5.48 8.62 8.57 8.68 8.76 8.62 8.57 8.54 8.46 8.19 8.34
B 5.35 8.46 8.62 8.54 8.57 8.52 8.41 8.44 8.33 8.19 8.63
C 5.37 8.44 8.60 8.39 8.49 8.60 8.46 8.36 8.31 8.11 8.71
D 5.37 8.31 8.39 8.49 8.52 8.46 8.41 8.41 8.26 8.36 8.51
E 5.36 8.28 8.44 8.52 8.39 8.57 8.41 8.41 8.23 8.41 8.49
F 5.51 8.09 8.28 8.44 8.54 8.44 8.28 8.39 8.21 8.02 8.43
G 5.48 7.88 8.41 8.39 8.26 8.16 7.77 7.29 6.89 6.70 5.77
のレースは第 2 区間で 0 秒 98 と 1 秒を切るインターバルタ
イムを記録しており、そこから第 3 区間で 1 秒 0 台に落ち
るが、第 4 区間に再び 0 秒 97 の最高速度を記録している。
レースパターンとしては多少波のあるパターンではあるが
インターバルタイムが最終 10 台目を迎える第 9 区間でも 1
秒 03 と高い速度を保っている。
図 2　各被験者のレースの速度経過 図 3　被験者 A とモデルタッチダウンの速度経過
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表 7　4-5 台目、9-10 台目のピッチとピッチ低下率 
4-5台目（歩/秒）9-10台目（歩/秒）ピッチ低下率（％）
A 4.84 4.39 90.73
B 5.08 4.81 94.65
C 5.03 4.74 94.21
D 5.08 4.95 97.25
E 4.86 4.79 98.40
F 4.84 4.57 94.42
G 4.62 3.60 78.00 
　2007 年大阪世界陸上での劉翔選手の分析（柴山ら、
2010）では、ハードリングタイムは 0 秒 35 から 0 秒 40 で
推移している。これは、本研究の選手とそれほど変わらな













バルランタイム型である B 選手、C 選手、D 選手は、ハー
ドリングタイムを上げたいところであるが、ハードリングタ
イムは身長が関わってくるため、簡単にはそのタイムを短



























4 台目 5 台目
踏切 Ｈタイム 滞空比（％） 着地 1 歩目 2 歩目 踏切 Ｈタイム 滞空比（％） 着地
A 0.12 0.34 278.38 0.10 0.13 0.14 0.13 0.33 251.28 0.09
B 0.11 0.41 372.73 0.08 0.13 0.12 0.11 0.40 363.64 0.08
C 0.12 0.40 330.56 0.07 0.11 0.12 0.13 0.41 321.05 0.08
D 0.12 0.40 336.11 0.09 0.13 0.12 0.11 0.40 350.00 0.10
E 0.15 0.37 250.00 0.11 0.12 0.13 0.14 0.37 261.90 0.10
F 0.11 0.38 332.35 0.09 0.12 0.11 0.15 0.36 247.73 0.10
G 0.13 0.37 292.11 0.09 0.13 0.12 0.13 0.37 289.47 0.10
表 6　9-10 台目のハードリング時間分析
9 台目 10 台目
踏切 Ｈタイム 滞空比（％） 着地 1 歩目 2 歩目 踏切 Ｈタイム 滞空比（％） 着地
A 0.13 0.33 250.00 0.10 0.13 0.14 0.13 0.34 265.79 0.11
B 0.12 0.40 342.86 0.09 0.13 0.12 0.12 0.41 338.89 0.09
C 0.13 0.40 297.50 0.08 0.13 0.13 0.13 0.42 312.50 0.08
D 0.12 0.40 345.71 0.10 0.13 0.12 0.11 0.39 341.18 0.11
E 0.13 0.39 305.26 0.10 0.14 0.15 0.14 0.36 257.14 0.12
F 0.12 0.38 313.89 0.10 0.13 0.13 0.14 0.38 278.05 0.11
G 0.14 0.42 295.35 0.13 0.18 0.16 0.18 0.40 226.42 -






































流陸上競技者のパフォーマンスと技術 : 第 11 回世界陸
上競技選手権大阪大会、日本陸上競技連盟バイオメカ
ニクス研究班報告書、76-95
・ 谷川　聡（2006）世界トップレベルからみた 110m ハー
ドル競走の競技特性、スプリント研究 16、 24-40
・ 谷川　聡 （2007）世界トップレベルの男子 110m および
100m ハードル競走の競技特性、陸上競技学会誌 6、 46-
54
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